








114 115

（連携の日の取組の例）５月頃

保育士・教員、小学校教員の連携・交流

 
「生活や学習の様子を理解しましょう」
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（交流活動の打合せ会）７月

保育士・教員、小学校教員の連携・交流

 
「幼児と児童の交流活動の当該学年担任で打ち合せ会を行い、交流活動の改善・充実

に活かしましょう。」

５歳児と１年生、５年生の学校や園への適応状況について幼稚園・保育園・こども園の保育

者と小学校の教員が互いに現状を理解して、今後実施する交流活動の指導内容・方法につい

て意見交換し、具体化していく。
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５歳になってから、小集団で遊ぶ活動を多く取り入れるようにしていま

す。友達と一緒に「○○ごっこ」などの遊びを楽しんでいます。今年の

５歳児は外で遊ぶ子どもが少ないようです。担任が声をかけて、鬼遊び

などをするようにしています。

絵本を読む子どもがとても多いです。毎日帰りには、読み聞かせを行っ

ています。交流活動でも５年生に絵本を読んでもらう時間が少しでもあ

るととても喜ぶでしょう。

児童

児童
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（保育参観と意見交換会）２月

保育士・教員、小学校教員の連携・交流

 

小学校の教員が幼児の実態や幼稚園・保

育園・こども園の保育士・教員の指導

の様子を把握できるように保育参観日

を設定する。

「入学に向けて幼稚園 ・保育園 ・ こども園から小学校への指導の接続を図りましょう」
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幼稚園・保育園・こども園では、最初は集まるところに目印のコーンを

置いたり園庭に線を引いておいたりしています。視覚的に分かるものが

あると、集まる場所が明確になり、子どもたちは集まることができるよ

うになっていきます。

話を聞くだけでは、内容を十分に理解できない子どももいます。そのと

きには、写真や絵を用いて話をします。また、場面や状況を踏まえて話

をしたいときには、ペープサートやパネルシアターなどを利用して具体

的な内容を伝えることもあります。話の内容が理解できると、興味・関

心をもって話を聞くことができるようになります。

幼稚園・保育園・こども園の保育士・教員と小学校の教員が、幼児の実態や指導の際の配慮事項

などについて情報交換する。

幼稚園・保育園・こども園の保育士・教員が、「就

学支援シート」に記入する。
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（幼稚園・保育園・こども園への訪問例）３月上旬頃

保育士・教員、小学校教員の連携・交流

 
「子どもたちの様子を理解しましょう」　-入学に向けて幼児の生活への取組を相互理解する -


